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HPV検査の結果が「陰性」の方

HPV検査単独法による子宮頸がん検診の
受診者への検査後の説明（結果通知）

精密検査は
不要

5年後に
検診を受診
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HPV検査の結果が「陽性」で

トリアージ精検が「NILM」だった方

HPV検査単独法による子宮頸がん検診の
受診者への検査後の説明（結果通知）

1年後に
追跡精検

(HPV検査)
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HPV検査の結果が「陽性」で

トリアージ精検が「ASC-US以上」だった方

HPV検査単独法による子宮頸がん検診の
受診者への検査後の説明（結果通知）

直ちに
確定精検

(コルポスコピー・組織診)
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検診結果区分（HPV検査）

HPV検査
判定結果

細胞診
判定結果

陰性 実施しない

陽性 NILM（陰性）

陽性

ASC-US以上の異常
・ASC-US（意義不明な異型扁平上皮細胞）
・ASC-H（HSILを除外できない異型扁平上皮細胞）
・LSIL（軽度扁平上皮内病変）
・HSIL（高度扁平上皮内病変）
・SCC（扁平上皮癌）
・AGC（異型腺細胞）
・AIS（上皮内腺癌）
・Adenocarcinoma（腺癌）
・Other malignant neoplasms（その他の悪性腫瘍）

精密検査不要

５年後に定期検診
(HPV検査）

要追跡精検

１年後に追跡精検
（HPV検査）

直ちに確定精検
（コルポスコピー・組織診）
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